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 中央区教育大綱、中央区教育振興基本計画２０２０及び中央区教育委員会の教育目標に基づき、子供・

保護者・地域に信頼され、そして、共に働く教職員が互いを尊重し協働する学校、誇りに思う学校を築

く。 

 

１ 校長の経営理念 

 子どもにとって最大の教育環境は教員自身である。また、子どもの日常の姿は、教員の指導の結果を

表している。そのため、教員は教育公務員の自覚と責任をもって、絶えず研修・研究に打ち込むととも

に、指導力を磨き続けることが求められている。教員は教育の専門職であらねばならない。 

 組織は人で決まる。学校が組織として機能できるかどうかは、一人一人の教職員の働きに懸っている。

そのため、すべての職務において、協働の姿勢で遂行することを学校経営の基本方針とする。 

 学校運営は、保護者や地域の方々の協力・支援がなければ成り立つものではない。そのため、学習指

導要領の理念の一つである「社会に開かれた教育課程」を根本に、学校の教育活動を広く公開するとと

もに、発信していくことで、信頼される学校づくりに努める。 

 その上で、今年度の学校経営の柱に「カリキュラム・マネジメント」を位置付ける。本校は、令和４・

５年度中央区教育委員会研究奨励校として本年１１月に研究発表会を行う。カリキュラム・マネジメン

トの視点から生活科・総合的な学習の時間の授業づくりと、学校運営を中心とした業務改善についての

まとめを行う予定である。全教職員一丸となって取り組んでいくこととする。 

 なお、すべての教育活動は校長の責任のもとで行われるものである。そのため、学年主任や管理職へ

の報告・連絡・相談を怠ってはならない。 

 

 

 

 

 

 

２ 学校の教育目標 

 人権尊重の精神に基づき、児童一人一人のよさや可能性を十分に伸ばすとともに、心豊かでたくまし

く生きる子どもの育成を目指し、区民の信頼と期待に応える調和のとれた教育を推進する。そのために、

以下の目指す児童像（教育目標）を設定する。 

 

 

 

 

 

 

３ 求める教職員像 

 子供一人ひとりの幸せのために努力を惜しまない教職員 

  ○社会人、教育公務員として法令を遵守し、マナーを身に付けた教職員 

  ○人権感覚をもち、魅力ある授業を展開できる教員 

  ○豊海小学校の教育目標達成に向け、協働して取り組む教職員 

目指す学校像、目指す児童像に迫るため、本校の教育活動を以下の具体的な取組で進めていく。 

 

 

 

「目指す児童像」（教育目標） 

○ よく考える子ども 

○ 思いやりのある子ども 

○ 心も体もじょうぶな子ども 

「目指す学校像」 

○ 子どもが安全安心に通える学校 

○ 教職員が協働の姿勢で、組織的に職務を遂行する学校 

○ 保護者・地域から信頼される学校 



４ 本年度の具体的な取組 

（１）確かな学力の定着 

①カリキュラム・マネジメントの推進 

・児童や地域の実態を踏まえ、教育内容や教育活動に必要な物的・人的資源の確保、教育課程の実

施状況に基づく改善などを通して、教育活動の質を向上させ、学習の効果を最大限図るカリキュ

ラム・マネジメントを推進する。 

②基礎的な学習習慣・生活習慣の定着 

・机上の整理・整頓、メモ等の学習習慣、ノートの使い方、鉛筆、消しゴム、定規の使い方等学習

技能の形成とともに、「中央区小学校授業スタンダード」を活用した授業づくりをすすめる。 

  ・朝の基礎・基本の時間、放課後補習教室「豊海塾」を行い、基礎学力の定着を図る。 

・「豊海小学校のきまりスタンダード」に基づき、一日の生活の流れを身に付けさせる。 

③魅力ある授業づくり 

・担任のほか、算数少人数担当教員及び都・区の算数講師が連携し、綿密な指導計画を立てた上で

少人数習熟度別指導を行い、個に応じた指導の充実を図る。 

・一人１台のタブレット端末、大型提示装置、デジタル教科書等のＩＣＴ機器を活用し、調べ学習、

考えの整理、情報の共有、話し合い活動や発表、個に応じたドリル学習、プログラミング学習等、

学習効果を高める授業を推進する。なお、３年生以上については、毎日一度はタブレット端末を

活用した授業を行い、週に一度は、児童同士の意見交流等を行うこととし、週案簿に実施する時

間について記入する。１・２年生は実態に合わせて積極的に活用することとする。 

・各種学力調査結果を活用して、学習状況の把握・分析を行うとともに、学力向上プラン（学校ホ

ームページにアップ）を作成し、授業改善につなげる。 

・英語専科（３～６年）、ＡＬＴ、担任（１・２年）が連携した英語教育を推進する。 

・理科支援員（５・６年）、体育指導補助員（全学年）、図書館指導員（全学年）の効果的な活用 

・授業力向上を目的とした校内ＯＪＴを行う。 

・一部教科担任制を導入し、教員の専門性と指導力を高めるとともに、児童の興味関心を促す授業

づくりを展開する。 

 

（２）豊かな心の育成 

 ①人権教育の推進 

  ・互いの多様性を認め、他者に共感できる人権感覚を育成し、思いやりのある豊かな人間性を育成

する教育活動を実施する。 

②いじめ防止 

・すべての学級において、学期に１回以上、いじめ防止に関する授業を行うほか、毎学期１回（６・

１１・２月）の「ふれあい月間」において「いじめ防止に関するアンケート」、４年生以上は、心

理面のアセスメント（ハイパーＱＵ）を年２回実施する。 

・ＳＣ（スクールカウンセラー）による５年生の全員面談を実施するほか、気になる児童には、積

極的に声をかけて面談を行い、いじめの未然防止・早期発見・早期対応につなげる。 

・「豊海小学校いじめ防止基本方針」に基づき、「学校いじめ対策委員会」を月１回開催するほか、

随時教職員で情報を共有し、いじめの未然防止・早期発見・早期対応に向け、組織的に対応する。 

 ③不登校（登校しぶり）への対応 

・ＳＣ（スクールカウンセラー）やＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）の人材を活用するほか、

適応教室（わくわく２１）、メンタルサポーター、フリースクール等とも連携し、不登校や登校し

ぶりが見られる児童のケアに努める。 

④道徳教育の充実 

・道徳科では、「いじめ、人間関係」「情報モラル」など児童に身近な課題のほか、「生命の尊さ」「親

切・思いやり」「規則の尊重」「公正・公平・社会正義」「節度・節度」を重点として指導を行う。 

・「道徳授業地区公開講座」では、道徳教育の意義を啓発するとともに、保護者・地域の方々と連携

して、児童の道徳的実践力を高める。 

⑤異年齢集団の交流 

  ・クラブ活動や委員会活動のほか、兄弟学級を編成し、各教科等における学習や地域清掃等で、異



年齢集団による交流を促進し、児童の自己有用感や自己肯定感を高める。 

（３）健康教育の推進・体力の向上 

 ①健康教育の推進 

  ・健康な生活、けがの防止や病気の予防など、自らの健康に関する知識を身に付けることや、必要

な情報を自ら収集し、適切な意思決定や行動選択を行い、積極的に健康な生活を実践できる資質・

能力を育成する。 

・給食主任、栄養士を中心とした食育を推進する。 

 ②マイスクールスポーツ 

  ・短なわ・長なわ月間をはじめ年間を通してなわとびに計画的に取り組む。また、体育科の時間や

休み時間に縄跳びカードを活用したり、リズム縄跳びを行ったりすることで体力の向上を図る。 

③体力調査の活用 

  ・体力調査の実施方法について教員が共通理解を図り、確実に実施する。 

  ・児童一人一人に体力向上に向けた目標を持たせ、実践と振り返りを行わせる。 

 ④オリンピック・パラリンピック学習 

  ・東京 2020大会と地域との関わり、パラリンピック競技の体験を通した障害者理解等、「2020大会

レガシー」の構築を進める。 

 

（４）地域と連携した教育活動の推進 

 ①豊海・勝どき地域の人的・物的資源を活用した学習 

  ・豊海・勝どき地域の学習資源を活用した地域の環境、社会的役割等に目を向ける学習を通して、

地域を愛し、地域の方々に愛される学校となれる教育活動を展開する。具体的には、地域清掃や

ボランティア活動、朝潮運河の探訪や市場で働く方を招いた体験学習等を実施する。 

  ・総合的な学習の時間や生活科のほか、教科横断型の地域の特色を生かしたカリキュラムづくりを

校内研究で進める。 

  ・読み聞かせボランティア「りぷりんと」による読み聞かせ、保護者によるボランティアサークル

の活動を推進する。（再掲） 

②開かれた学校 

  ・学校ホームページや Google Workspace を活用してお知らせや学校行事等の情報を定期的に発信

することで、情報共有を密にする。 

  ・学校重点目標、学校評価、学力向上プランを学校ホームページへ公開する。 

  ・開かれた学校づくりを推進するため、ＰＴＡと連携した学校支援保護者ボランティアをスタート

し、補習教室のボランティアや校外学習のサポート等を一元化して募集する。 

・学校公開、学校行事等で学校の様子をご覧いただくとともに、実施後にはアンケートを依頼し、

成果と課題を把握・分析するとともに、改善点を整理し、次年度に反映させる。 

・２学期に児童及び保護者による学校評価アンケートを実施するほか、学校評議員会、外部評価委

員会をそれぞれ年３回開催し、学校の取組状況をお伝えするとともに、学校へのご意見を聴取し、

教育活動の改善・充実を図る。 

③管楽器クラブの活動の充実 

  ・開校以来続く管楽器クラブの地域と連携した行事への参加の取組を推進する。 

 

（５）特別支援教育の推進 

 ①学級における指導の充実 

  ・特別支援教育コーディネーターを中心に校内委員会を充実させる。 

  ・適宜、担任、学年主任及び管理職による保護者との面談を実施する。 

②うみかぜ（特別支援教室）における指導の充実 

  ・特別支援教室巡回指導教員、特別支援教室専門員と学級担任等の連携を図り、個に応じた指導の

充実を図る。 

  ・保護者とともに、よりよい支援のあり方を検討し、個別指導計画・個別の教育支援計画（育ちの

サポートカルテ）に反映し、指導・支援に当たる。 

 



（６）保幼小・小中連携 

 ①豊海幼稚園との連携 

  ・併設園である豊海幼稚園とは、全教職員が本校と一体であるという意識をもち、互いの保育や授

業を参観し、幼小のつながりを意識した教育活動を展開する。 

 ②近隣の教育施設との連携 

  ・近隣の保育園とは、授業公開等を行うほか、学校の施設利用に当たっては協力を惜しまない。ま

た、晴海中学校とは月島地区の小学校とともに、年２回の小中連携日を設定し、小中学校のつな

がりにおける成果と課題を明確にし、改善を図る。 

 

（７）予算の適正な執行 

 ①予算の適正な執行 

  ・計画的で公正、的確な予算執行と費用対効果を常に意識する。 

  ・光熱費や印刷代等の節約を徹底する。 

  ・教材・教具、図書費、特色ある教育活動、外部講師の報償費等の重点予算の充実と着実な執行を

行う。 

 

（８）危機管理 

 ①登下校の安全確保 

  ・学校周辺の再開発に伴い、工事関係車両が頻繁に行き交う状況が続くことが予想されている。ま

た、通学路の微調整も必要になってくることが予想されているが、児童の安全を第一に考えて対

応する。なお、タワーズ横及び正門付近の車両通過に伴う警備員の配置は引き続き行う。 

 ②給食アレルギー対応 

  ・学校給食の安全管理を徹底する。特に、アレルギー対応については、給食指導管理表に基づく管

理を行い、担任不在時の補教教員を含めた情報共有を徹底する。 

③安全点検 

  ・校内各所の環境整備と安全管理、月一回の安全点検の確実な実施と危険個所発見時の連絡及び補

修等の対応の迅速化を図る。 

 

（９）服務規律の厳正 

  ・服務事故防止月間（７月・１２月）は体罰・個人情報管理・セクハラ・飲酒運転等の事例を用い

た研修を実施するほか、適宜夕会において、校長から講話を行い、服務事故を絶対に起こさない。 

 

（10）働き方改革の着実な履行 

  ・ＩＣカードにより、在校時間について自身の状況を把握し、働き方改革について意識付けを行う。 

   ・校務支援システムを十分に活用することで、打ち合わせ等の時間を削減し、校務の効率化を図る。

また、休憩時間を確保し、職務の充実を図る。 

・学校業務支援員を活用し、教員がやらなければいけないこと、教員がやらなくてもいいことの線

引きを行い、子供と向き合う時間を確保するとともに教員の負担を軽減する。 

・学校衛生委員会を立ち上げ労働衛生環境を改善する。 

 


